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予防接種健康被害救済制度申請の手引き

○予防接種は、感染症予防に重要ですが、健康被害が起こることがあります。
極めてまれですが、なくすことはできないことから、救済するための制度が設けられています。

○予防接種（定期接種、臨時接種）による健康被害が生じ、その健康被害が接種を受けたことによるものと認
められた場合、予防接種法に基づく救済が受けられます。

〇給付の種類は以下のとおりです。健康被害を受けた方の状況に応じ、あてはまる項目の請求を行ってくださ
い。複数の項目を同時に請求することもできます。
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必要書類について

〇請求には、予防接種を受ける前後の診療録（カルテ）や受診証明書など、必要となる書類があります。

標準的な必要書類は以下のとおりです。

〇必要な書類は申請内容によって異なるため、まずは市町村へご相談ください。

【標準的な必要書類】
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申請の流れ

① 請求者は、必要書類を揃え、接種時に住民票を登録していた市町村に申請します。
※必要な書類は申請内容によって異なるため、まずは市町村へご相談ください。

② 市町村は、請求書を受け取った後、調査委員会を開いて医学的な観点から調査を行い、必要に応じて追加
書類を取り揃えた上で、国へ送付します。

③～⑤ 国は、必要書類を確認の上、予防接種・感染症・法律などの専門家により構成される審査会の意見を
聴取します。審査会の意見を踏まえ、国としての審査結果を市町村へ通知します。

⑥ 市町村は、国の審査結果を踏まえ、請求者に支給・不支給の決定を行います。
認定となった場合、市町村から給付が行われます。
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令和６年４月以降の新型コロナワクチン接種に係る救済制度の取扱いについて
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〇新型コロナワクチンについては、接種時期や区分（特例臨時接種・定期接種・任意接種）によって、
対象となる制度が異なります。接種時期等に応じ、利用できる制度は以下のとおりです。
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